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報 告 
「急変するロシアの経済情勢と今後の展望」 

溝端佐登史（京都大学経済研究所） 
  

日 時 
2月26日（木） 13:30～15:30 

（開場は13:00） 
  

場 所 
東京証券会館（東京都中央区日本橋茅場町１－５－８） 

９階 ３・４会議室 
  

参 加 資 格 
ロシアNIS貿易会の会員企業 

大口会員：6名様まで 正会員：3名様まで 準会員：1名様まで 
  

参 加 費 無料（先着80名様） 

  

お問い合わせ先 
Tel：（03）3551-6218 Fax：（03）3555-1052 

担当：鳴沢（なるさわ）、橋之爪（はしのつめ） 

 

 ロシアNIS貿易会では2月26日（木）に、「急変するロシアの経済情勢と今後の展望」と題する報告会を

開催することになりましたので、ご案内申し上げます。 

 周知のように、ロシアでは2013年から景気の頭打ちが生じていたところに、2014年になってウクライナ

危機が発生し、欧米との間で経済制裁を応酬し合う事態となりました。2014年終盤には、追い討ちをか

けるように、頼みの石油価格が落ち込み、通貨ルーブルも大幅に下落。2015年１月には、IMFがロシア

の経済成長見通しを下方修正、またS&Pがロシアの格付けをBBB-からBB+に引き下げるなど、ロシア

の経済状況はここに来て急激に厳しさを増しています。ロシアの政権当局も、「国民福祉基金」を利用し

て企業やプロジェクトを支援したり、また１月27日には60項目に及ぶ経済危機対策プランを発表するな

ど、対応に努めてはいますが、ロシア経済を取り巻く不安感を払拭するには至っていません。 

 そこで今回の月例報告会では、京都大学経済研究所の溝端佐登史所長に、ロシア経済の現状と展望

をテーマに、ご講演をいただくことになりました。我が国におけるロシア経済研究の第一人者として知ら

れる溝端所長に、ロシア経済は実際のところどうなっているのか、そして今後どこに向かっていくのか、

読み解いていただきます。 

 参加をご希望の方は、別添の参加申込書にご記入の上、Eメール（seminar@rotobo.or.jp）またはFaxに

てお申し込みください。ご参加は、大口会員：6名様まで、正会員：3名様まで、準会員：1名様までとさせ

ていただき、それを超えた場合には社内で調整していただくことがございますので、あらかじめご了承く

ださい。お申し込みは先着順で、定員（80名様）に達し次第締め切らせていただきます。 

報告会のご案内



（別添） 

一般社団法人ロシアNIS貿易会 

ロシアNIS経済研究所 宛て （担当：鳴沢、橋之爪） 

FAX：03-3555-1052 / E-mail：seminar@rotobo.or.jp 

 

ROTOBO月例報告会 

｢急変するロシアの経済情勢と今後の展望｣ 
 

日時：2月26日（木） 13:30～15:30 

場所：東京証券会館 

参 加 申 込 書 
 

(1)申込者氏名  

(2)勤務先名称  

(3)所属部署  

(4)役職  

(5)勤務先TEL  

(6)E-mail  

 

東京証券会館 地図 

 
東京都中央区日本橋茅場町１－５－８ 

最寄駅：東京メトロ 東西線･日比谷線 茅場町駅 8番出口直結 


